ことぶきで暮らす人々あれこれ　３３
閑話休題
寿地区今昔　寿の成り立ち　④
　
おさらいです。関外地区は、江戸時代初期に吉田勘兵衛が埋め立てるまでは大きな入海でした。関内地域は吉田新田と江戸湾（東京湾）を区切るように突き出た宗閑嶋という半島を中心に幕末から開港をはさんで明治初めにかけ急速に埋め立てられ（横浜新田、大田屋新田、埋地等）ました。この開発過程で生まれた大岡川や中村川、堀川、派大岡川、吉田川といった川や運河が関内や関外地域を縦横に走り、戦後まで荷や人を運ぶ船がひしめいていました。1960年代に入って高度成長期を迎えると、川は道路や鉄道に取って代わられ埋め立てられ姿を消して行きました。（横浜開港資料館　開港のひろばより抜粋）
ここ、寿福祉センター保育所の建物は、昭和5年に青果市場として建設され、西側を流れる今は埋め立てられた日の出川から荷揚された青果が競りにかけられていました。ホールと支える柱、今の建物にはない「ガラリ」という通気窓に当時の面影が残っています。
　横浜港労働公共職業安定所が移転したことで、簡易宿泊所も着実に増えてきました。
1960年（昭和35年）、池田内閣の下で「所得倍増」計画が策定され、これを契機に日本経済は急速に発展します。この政策は工業立国、輸出振興を目指し国民所得を10年間で倍増する計画。結果からいうと6年間で目標を達成。それは近年の中国の急速な経済の進展の様子に似ているかもしれません。一方、経済政策と表裏の政策で1961年（昭和36年）農業基本法を制定し農業の近代化を目指していました。耕地面積の拡大、機械化による生産性の向上です。中小規模の農家は専業ではやっていけなくなり、農家の働き手は生活の糧を求めて出稼ぎに、次男、三男は仕事を求めて都市へと離村していきました。この経済政策はその後の日本という国に大きな質的な変化と影響を与えました。
1960年代の10年間で500万以上の人が、農山村から三大都市圏に雪崩のように移動しました。わずか10年間で国民総流民化と呼べるような激しい人口移動は、世界で例を見ない日本だけが経験したというすさまじいものでした。それは、京浜工業地帯の中心である川崎市で、当時、全人口の6割以上が新住民という例に見ることができるでしょうか。
やがて都市の過密と地方の過疎が社会問題化し、公害の激化が現実となります。この政策は後の日本列島改造論に引き継がれていきますが、これらの後遺症？は今に残されているとも言えるでしょうか。
寿ドヤ街に戻ります。この高度経済成長政策の下で港湾関連産業や土木建築産業、運輸産業等日雇労働者を必要とする産業も急速に拡大していきました。ドヤも1965年（昭和40年）には80軒ほどになっていました。この頃は１部屋にベットが4つも6つもある蚕（かいこ）棚と呼ばれるドヤも残っていました。また、外から見ると２階ですが中に入ると４層（階）で迷路の様なドヤもありました。慣れないと訪ねる人の部屋にたどりつけませんでした。人口は推定で8,000人程。子供のいる所帯は約550所帯。子どもは、1,200人程。２畳や３畳の部屋で親子４人や５人で暮らしていますから、夜中でも１歳や２歳の子どもたちが外で遊んでいる姿が見られました。仕事を求める日雇労働者は朝が早く、焚火で牛乳を温めて子どもたちに飲ませている労働者もいました。
日本の三大ドヤ街と言われる東京の山谷、大阪の釜が﨑（愛隣地区）は、その発祥は江戸時代にさかのぼりますが、横浜の寿ドヤ街は、戦後の高度経済成長とともに形成された新しい町と言えるでしょう。
1968年（昭和43年）7月、社会福祉法人　神奈川県匡済会により寿福祉センターが開設されました。日雇労働者とその家族への今風の言葉でいえば「家庭育児支援」が目的でした。そのほかに、診療所、相談所が併設され、ドヤで暮らす人々の生活を支える役割を果たしていくことになります。私事で恐縮ですが、僕は開所の時から寿福祉センターで働いてきました。いわば青春を寿で過ごしてきました。
寿福祉センター保育所は今年で41年目を迎えることになります。
